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る〈それ以外)かを考えればよい。従って、考える確率分布泣 2項分:ffHこなる。ここで、 Nうη が共に十分
大きいとき、スターリングの公式が適用できるc さらに、標準化変数を用いて変数変換をすることで、 2項
分布は標準正規分布に帰着する。従って、次式で表すχ2統計量を適合度の基準とする:
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右の罰 1~こ示されているのが、 1986 年から 2008













また、下の表 1~こ示されているのが、最近 6 年間
の年毎の χ2誼であるc 表の下には、 χ2表から得ら
れる χ2{直と対応する有意水準を添えてある。これら
0.2 
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